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福島第一原発
日の状況

後

の

祭

り

玄侑 宗久

つ
ぶ
さ
に
調
べ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
新
年
に
か
け
て

実

に
戻
る
と
い
う
習
慣
は
、
世
界
中

に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
分

の
原
点
で
あ
る
故
郷
を
確
認
し
、
各
地

で
の
奮
闘
か
ら
離
れ
て
休
息
し
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
団
欒
を
楽
し
む
。
中
国
の

よ
う
に
、
そ
れ
が
春
節
と
旧
暦
に
従
う

場
合
も
あ
る
が
、
人
々
の
大
移
動
の
主

旨
は
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

特
に
日
本
で
は
、
お
盆
と
暮
れ
の
里

帰
り
に
よ
っ
て
先
祖
も
含
め
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
紐
帯
が
保
た
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

つ
い
先
日
は
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首

相
が
珍
し
く
感
情
を
さ
ら
け
出
し
、「
今

年
が
最
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
ら
な
い

よ
う
に
」
と
外
出
の
自
粛
を
求
め
た
。

そ
の
様
子
か
ら
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
新

年
を
い
か
に
大
切
に
考
え
て
い
る
か
が

伝
わ
っ
て
き
た
。
十
一
月
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
や
重
症
者
、
死
者
の

数
が
激
増
し
て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
だ

ろ
う
。
世
界
中
で
す
で
に
七
千
万
人
以

上
が
感
染
し
、
死
者
も
百
六
十
万
人
を

超
え
て
い
る
の
だ
。

島
根
県
が
今
年
五
月
の
大
型
連
休
に

向
け
て
出
し
た
広
告
は
、
そ
の
意
味
で

秀
逸
だ
っ
た
。「
早
く
会
い
た
い
け
ん
、

今
は
帰
ら
ん
で
い
い
け
ん
ね
」
。
方
言

の
も
つ
力
も
手
伝
い
、
故
郷
側
の
や
さ

し
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
コ
ロ

ナ
禍
の
な
か
慌
て
て
帰
ら
ん
で
も
、
今

は
我
慢
し
て
お
盆
や
正
月
に
戻
れ
ば
い

い
け
ん
ね
、
と
い
う
親
た
ち
の
声
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
だ
。
連
休
中
の
帰
省
を

な
ん
と
か
怺
え
た
人
々
も
慰
め
ら
れ
た

に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
政
府
は
そ
う
し
た
人
々
の

思
い
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
決
定
を
突

然
に
発
表
し
た
。
例
の
「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
」

を
年
末
二
十
八
日
か
ら
一
月
十
一
日
ま

で
全
国
的
に
一
時
中
止
す
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
決
定
自
体
は
「
よ
う
や
く
」

の
感
も
強
い
し
、
医
療
現
場
の
逼
迫
を

思
え
ば
当
然
の
対
処
だ
。
し
か
し
問
題

は
そ
の
遅
す
ぎ
た
対
処
と
決
定
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
。
国
交
省
も
事
前
に
知
ら
な

か
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
ま
た
安
倍

政
権
譲
り
の
「
側
近
政
治
」
だ
ろ
う
。

前
政
権
が
突
然
に
発
表
し
た
学
校
の
休

校
措
置
そ
っ
く
り
だ
。
国
会
も
休
会
し
、

党
内
で
の
オ
ー
プ
ン
な
審
議
も
せ
ず
、

重
大
な
こ
と
が
補
佐
官
や
秘
書
官
な
ど

と
の
「
内
密
」
な
相
談
で
決
め
ら
れ
て

い
く
。
こ
の
国
の
民
主
主
義
は
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
。

今
月
七
日
、
東
大
な
ど
の
研
究
チ
ー

ム
が
「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
利
用

者
に
於
け
る
有
症
者
数
は
そ
う
で
な
い

グ
ル
ー
プ
の
２
倍
」
と
発
表
し
た
。
し

か
し
そ
れ
に
は
反
応
せ
ず
、
各
社
の
世

論
調
査
に
於
け
る
支
持
率
下
落
に
は
敏

感
に
反
応
し
た
。
し
か
も
そ
の
決
定
に

つ
い
て
の
菅
義
偉
総
理
の
発
言
、
「
年

末
年
始
は
、
集
中
的
に
対
応
で
き
る
。

そ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
だ
と
い
う
思
い
の

な
か
で
判
断
し
た
」
と
い
う
台
詞
に
は
、

国
民
の
お
正
月
を
台
無
し
に
す
る
こ
と

へ
の
申
し
訳
な
さ
、
慙
愧
の
念
が
微
塵

も
感
じ
ら
れ
な
い
。

大
切
な
年
末
年
始
の
た
め
に
、
な
ぜ

「
勝
負
の
三
週
間
」
に
何
の
勝
負
も
し

な
か
っ
た
の
か
。
一
般
国
民
の
み
な
ら

ず
、
支
援
さ
れ
る
は
ず
の
観
光
業
界
の

混
乱
と
落
胆
も
い
か
ば
か
り
だ
ろ
う
。

時
宜
を
得
な
い
対
処
で
は
あ
っ
た
が
、

と
も
か
く
今
は
「
後
の
祭
り
」
に
な
ら

な
い
こ
と
を
念
ず
る
ば
か
り
だ
。
「
あ

の
世
で
会
え
る
け
ん
、
帰
ら
ん
で
い
い

け
ん
ね
」
で
は
困
る
。

（
僧
侶
・
作

、
三
春
町
在
住
）
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民
報
社
賞
に
高
崎
君
郡

山

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢
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３月全国大会

初
開
催
の
全
国
選
抜
小

学
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
大

会
の
県
大
会
は
十
九
日
、

南
相
馬
市
原
町
区
の
福
島

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
で
開
か
れ
た
。
奥
寺

竜
梧
君
（
い
わ
き
市
・
小

名
浜
三
小
六
年
）
・
一
条

英
汰
君
（
同
・
小
名
浜
西

小
六
年
）
チ
ー
ム
が
最
優

秀
賞
に
輝
き
、
全
国
大
会

の
切
符
を
手
に
し
た
。
福

島
民
報
社
賞
に
は
高
崎
陽

路
（
ひ
い
ろ
）
君
（
郡
山

市
・
桑
野
小
六
年
）
が
選

ば
れ
た
。

事
前
審
査
を
通
過
し
た

六
の
個
人
・
団
体
が
最
終

審
査
に
臨
ん
だ
。
「
も
っ

と
好
き
に
な
る

わ
た
し

た
ち
の
ま
ち
」
の
テ
ー
マ

で
創
作
し
た
作
品
を
発
表

し
た
。

奥
寺
君
と
一
条
君
は
飛

馬
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
い

わ
き
校
に
通
っ
て
お
り
、

習
得
し
た
技
術
を
生
か
し

て
地
元
の
海
を
表
現
し

た
。
登
場
人
物
の
動
き
や
、

市
場
の
水
槽
の
泡
な
ど
細

部
の
作
り
込
み
に
つ
い

て
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。

二
人
は
「
改
善
点
を
見
直

し
て
小
名
浜
の
海
の
魅
力

を
発
信
し
た
い
」
と
全
国

大
会
へ
の
抱
負
を
語
っ

た
。福

島
高
専
の
島
村
浩
情

報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
長

（
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
）

が
審
査
委
員
長
を
務
め

た
。
発
想
、
表
現
、
技
術

の
各
能
力
を
百
点
満
点
で

採
点
し
た
。

県
大
会
は
福
島
民
報
社

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
の
主
催
、
全
国
新
聞
社

事
業
協
議
会
の
共
催
。
ベ

ス
ト
個
別
学
院
の
協
賛
。

全
国
大
会
は
来
年
三
月

二
十
一
日
に
東
京
都
渋
谷

区
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
る
。

最
優
秀
賞
と
福
島
民
報

社
賞
以
外
の
成
績
は
次
の

通
り
。

▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞
‖
小

椋
正
晴
（
猪
苗
代
町
・
吾
妻
小

３
年
）
▽
ア
イ
デ
ア
賞
‖
津
野

遼
真
・
津
野
悠
真
（
い
わ
き
市

・
御

小
６
年
、
同
２
年
）
▽

ベ
ス
ト
個
別
学
院
賞
‖
大
竹
苺

那
・
斎
藤
悠
翔
・
斎
藤
優
翔
・

矢
沢
幸
聖
（
会
津
美
里
町
・
宮

川
小
５
年
）
小
沢
凜
久
（
い
わ

き
市
・
岩
崎
小
６
年
）

南相馬

最優秀賞に輝いたふ

たば未来学園高富岡

さくら復興プロジェ

クトの金成さん

官房長官が被災３町視察

処理水 先送りできない

吉
田
大
熊
町
長

左

か
ら
町
内
の
復
興
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
加
藤
官
房
長

官

手
前

‖
大
熊
町
役
場

代
表
撮
影

処理水
処 分事務局長 要請あれば

地下水が原子炉建屋

に流れ込む前にくみ上

げ、汚染水を減らす地

下水バイパスで1971㌧

を海洋に放出した。

高
校
生
社
会
貢
献
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀

ふ
た
ば
未
来
富
岡
さ
く
ら
復
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

福 島

さ
く
ら
タ
ピ
オ
カ

開
発
紹
介

加
藤
勝
信
官
房
長
官
は

十
九
日
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
で
増
え
続
け
る

放
射
性
物
質
ト
リ
チ
ウ
ム

を
含
む
処
理
水
の
処
分
に

関
し
「
い
つ
ま
で
も
方
針

を
決
め
ず
、
先
送
り
は
で

き
な
い
」
と
の
認
識
を
示

し
た
。
視
察
先
の
大
熊
町

で
記
者
団
の
質
問
に
答
え

た
。
加
藤
氏
の
来
県
は
就

任
後
初
め
て
で
、
大
熊
、

双
葉
、
浪
江
各
町
の
復
興

状
況
を
確
認
し
た
。

原
発
の
処
理
水
を
保
管

し
て
い
る
タ
ン
ク
は
二
〇

二
二
（
令
和
四
）
年
夏
に

も
容
量
が
限
界
と
な
る
見

込
み
で
、
政
府
は
海
洋
放

出
を
軸
に
最
終
調
整
を
進

め
て
い
る
。
加
藤
氏
は
「
廃

炉
作
業
が
滞
ら
な
い
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

し
て
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
政
府
が
責
任
を
持
っ

て
決
め
る
と
改
め
て
強
調

し
た
。

浪
江
町
で
は
、
吉
田
数

博
町
長
の
案
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
Ｊ
ｉ
ｎ
」
を
訪
れ

た
。
原
発
事
故
発
生
後
に

栽
培
を
始
め
た
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
の
ブ
ー
ケ
を
清
水

裕
香
里
代
表
か
ら
受
け

た
。
花
の
産
地
と
し
て
活

気
づ
く
よ
う
激
励
し
た
。

双
葉
町
の
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅

前
で
は
伊
沢
史
朗
町
長
か

ら
帰
還
困
難
区
域
の
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
（
復

興
拠
点
）
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

内
堀
雅
雄
知
事
ら
と
共
に

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力

災
害
伝
承
館
を
訪
れ
た
。

大
熊
町
役
場
で
吉
田
淳

町
長
と
会
談
し
、
町
内
の

復
興
状
況
を
聞
い
た
。
復

興
拠
点
外
に
あ
る
吉
田
町

長
の
自
宅
も
訪
れ
た
。
拠

点
外
の
避
難
指
示
解
除
の

見
通
し
や
処
理
水
の
処
分

方
針
を
早
期
に
示
す
よ
う

要
望
を
受
け
た
。

【
ウ
ィ
ー
ン
共
同

岡

田
隆
司
】
国
際
原
子
力
機

関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
グ
ロ

ッ
シ
事
務
局
長
は
十
九
日

ま
で
に
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
で
増
え
続
け
る

放
射
性
物
質
ト
リ
チ
ウ
ム

を
含
む
処
理
水
の
処
分
に

つ
い
て
日
本
側
と
協
議
し

て
お
り
、
処
分
が
決
ま
っ

た
場
合
、
要
請
が
あ
れ
ば

国
際
的
な
監
視
チ
ー
ム
を

す
ぐ
に
派
遣
す
る
用
意
が

あ
る
と
明
か
し
た
。
日
本

と
協
力
し
、
国
内
外
の
懸

念
の
払
拭
（
ふ
っ
し
ょ
く
）

に
努
め
る
姿
勢
を
鮮
明
に

し
た
。

第
一
原
発
事
故
か
ら
二

〇
二
一
年
三
月
十
一
日
で

十
年
と
な
る
の
を
前
に
、

ウ
ィ
ー
ン
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
本

部
で
共
同
通
信
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。
第
一

原
発
敷
地
で
処
理
水
を
保

管
し
て
い
る
タ
ン
ク
は
二

二
年
夏
に
も
容
量
が
限
界

と
な
る
見
通
し
で
、
政
府

は
海
洋
放
出
を
検
討
。
菅

義
偉
首
相
は
今
月
十
日
、

処
分
に
つ
い
て
「
い
つ
ま

で
も
先
送
り
は
で
き
な

い
」
と
の
認
識
を
示
し
た

が
、
漁
業
関
係
者
ら
は
「
風

評
被
害
の
発
生
は
必
至
」

と
反
発
し
て
い
る
。

グ
ロ
ッ
シ
氏
は
一
九
年

十
二
月
、
同
七
月
に
死
去

し
た
天
野
之
弥
氏
の
後
任

と
し
て
就
任
し
た
。
ト
リ

チ
ウ
ム
は
人
体
へ
の
影
響

が
極
め
て
少
な
い
と
さ
れ

て
お
り
、
海
洋
な
ど
へ
の

処
理
水
放
出
は
「
技
術
的

に
は
可
能
」
と
説
明
。
漁

業
関
係
者
や
周
辺
国
か
ら

懸
念
の
声
が
上
が
る
中
、

「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
非
常
に
建

設
的
な
役
割
を
果
た
せ
る

と
信
じ
て
い
る
」
と
訴
え
、

日
本
と
協
力
す
る
意
向
を

示
し
た
。

グ
ロ
ッ
シ
氏
は
今
年
二

月
に
第
一
原
発
を
視
察
し

て
お
り
、
復
興
と
廃
炉
作

業
な
ど
に
関
わ
る
人
々
の

献
身
ぶ
り
に
「
感
銘
を
受

け
た
」
と
述
懐
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
寿
都
町

と
神
恵
内
村
で
、
原
発
か

ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
（
核
の
ご
み
）
の

最
終
処
分
場
選
定
に
向
け

た
文
献
調
査
が
始
ま
っ
た

こ
と
に
関
連
し
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
あ
る
世
界
初
の

最
終
処
分
場
「
オ
ン
カ
ロ
」

に
言
及
し
て
最
終
処
分
場

は
実
現
可
能
と
説
明
し

た
。

県
内
の
高
校
生
が
社
会

貢
献
や
復
興
へ
の
取
り
組

み
を
発
信
す
る
「
ふ
く
し

ま
高
校
生
社
会
貢
献
コ
ン

テ
ス
ト
」
は
十
九
日
、
福

島
市
の
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し

ま
で
開
か
れ
、
最
優
秀
賞

に
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
富

岡
さ
く
ら
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
輝
い
た
。

県
教
委
、
ふ
く
し
ま
学

び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主

催
、
福
島
大
ア
ド
ミ
ッ
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
共
催
。

本
県
復
興
に
貢
献
す
る
人

材
育
成
を
目
的
に
催
し
、

今
年
で
七
回
目
。
予
選
（
書

類
審
査
）
を
通
過
し
た
十

一
グ
ル
ー
プ
が
出
場
し
、

十
二
分
間
の
持
ち
時
間
で

発
表
し
た
。

ふ
た
ば
未
来
学
園
高
富

岡
さ
く
ら
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
金
成
美
怜
さ
ん

一
七
‖
三
年
‖
が
「
届
け

さ
く
ら
タ
ピ
オ
カ
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
し
た
。
古

里
富
岡
町
に
若
者
を
呼
び

込
も
う
と
開
発
し
、
町
内

の
カ
フ
ェ
で
販
売
し
て
い

る
桜
色
の
タ
ピ
オ
カ
ド
リ

ン
ク
「
さ
く
ら
タ
ピ
オ
カ
」

の
魅
力
を
紹
介
し
た
。

表
彰
式
で
鈴
木
淳
一
県

教
育
長
が
金
成
さ
ん
ら

を
た
た
え
た
。
審
査
委
員

長
の
佐
野
孝
治
福
島
大

副
学
長
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
長
）
が
講
評

し
た
。

最
優
秀
賞
以
外
の
成
績

は
次
の
通
り
。

取
り
組
み

成
果
発
信

双
葉
で

イ
ノ
ベ
構
想

シ
ン
ポ

福
島
・
国
際
研

究
産
業
都
市
（
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
）
構
想

の
取
り
組
み
や
成

果
を
発
信
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
十

九
日
、
双
葉
町
産

業
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機

構
の
主
催
。
復
興
庁
、
経

済
産
業
省
、
県
の
共
催
。

約
八
十
人
が
参
加
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
生
配
信
も

実
施
し
た
。

南
相
馬
市
原
町
区
の
福

島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ

ー
ル
ド
に
入
居
し
て
い
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
人
機

一
体
」
の
金
岡
博
士
社
長

が
、
開
発
し
て
い
る
人
型

の
重
機
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
「
災
害
復
旧
な
ど
肉

体
的
な
苦
役
は
機
械
が
代

わ
り
に
行
う
世
の
中
に
し

た
い
」と
理
想
を
語
っ
た
。

大
熊
町
で
イ
チ
ゴ
栽
培

に
取
り
組
む
ネ
ク
サ
ス
フ

ァ
ー
ム
お
お
く
ま
の
徳
田

辰
吾
取
締
役
工
場
長
、
東

京
大
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合

セ
ン
タ
ー
の
秋
光
信
佳
教

授
、
双
葉
中
の
生
徒
に
よ

る
成
果
発
表
な
ど
も
あ
っ

た
。同

機
構
の
斎
藤
保
理
事

長
、
内
堀
雅
雄
知
事
、
加

藤
勝
信
官
房
長
官
、
伊
沢

史
朗
双
葉
町
長
が
あ
い
さ

つ
し
た
。
加
藤
氏
は
「
さ

ら
な
る
復
興
に
向
け
、
構

想
を
推
進
さ
せ
た
い
」
と

語
っ
た
。

人型重機について

説明する金岡社長

▽
優
秀
賞
‖
平
工
高
生
徒

会
、
相
馬
農
高
食
品
科
学
科
あ

ん
ぱ
ん
の
畑
チ
ー
ム
、
白
河
旭

高
２
年
３
組
「
小
さ
な
こ
と
か

ら
始
め

」
▽
入
選
‖
光
南
高

商
業
研
究
部
、
ふ
た
ば
未
来
学

園
高
ア
グ
リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
探
求

ゼ
ミ
、
安
積
高
御
舘
校
総
合
的

な
学
習
・
探
求
の
時
間
地
域
環

境
グ
ル
ー
プ
、
大
笹
生
支
援
学

校「
作
業
学
習
」地
域
貢
献

、

福
島
商
高
福
商
商
品
開
発
チ
ー

ム
、
葵
高

庭
ク
ラ
ブ
、
福
島

東
稜
高
特
別
進
学
コ
ー
ス
▽
福

島
大
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
長
賞
‖
光
南
高
商
業
研
究

部
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
ア
グ

リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
探
求
ゼ
ミ
、
安

積
高
御
舘
校
総
合
的
な
学
習
・

探
求
の
時
間
地
域
環
境
グ
ル
ー

プ
、
大
笹
生
支
援
学
校
「
作
業

学
習
」
地
域
貢
献

▽
社
会
貢

献
賞
‖
全
グ
ル
ー
プ

福
島
民
報
社
賞
に
輝
い
た
高
崎
君

島村センター長 右 から

最優秀賞を受ける一条君

左 中央の画面内は奥

寺君
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